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「2歳ピアノリトミックからバスティンパーティーAへ」 

 

 ２歳ピアノリトミックを勉強しながら、バスティン教材を使用しているバスティン研究会所属の

ピアノ講師にて、２歳からピアノ導入へとスムーズに繋げる為の勉強会を毎月開催しています。 

  

今回の内容は 「グッズについて」 「レッスンの中での共通点」についてです。 

 

■グッズについて■ 

 

前回の会議で２歳児が使用できるオリジナルグッズ作成について考えました。 

今回はそのグッズがバスティンで使用されている“玉ひも”や“お手玉”“指つみき”に繋がるも

のを具体的に考えていきました。 

 

① 指先の関節が未熟な２歳児に対し、下記の点を意識したグッズ 

・「つかむ」を意識する。素材は安全で柔らかなもの。 

・「おゆび」を意識する。 

・「Cポジション（１オクターブ）」を意識する。 

・「脱力」を意識する。 

・楽器として「音」を意識する。 

 
② 黒鍵の２つ３つから白鍵の認識を深めるグッズ 

・安全性  ・遊び感覚  ・ピアノの前で使用できる  

・白鍵 1つ 1つに「違う音」がある事への認識ができるグッズ作成。 



 

 

■共通点を持たせる■ 

 

♪ピアノリトミックワークの中での共通点♪ 

① 「バスティンキャラクター」と「とおんちゃん」 

           

② バスティンで使われる「色」「アルファベット」 

   

 

♪ピアノリトミックレッスンからの繋がり♪ 

① 「バスティンの曲（歌）」と「ピアミックの曲（歌）」 

 

2 歳ピアミックのレッスンの中で、バスティン教材との関わりを増やす事で、２歳のうちからバ

スティンに繋がる様々なアプローチが出来ます。 

そうする事でパーティーに入った時に、理解がより深まり、より楽しく、よりスムーズに進むだ

ろうと考えました。 

 

♪ピアミックワークからの具体例♪ 

① 「とおんちゃんからのおとてがみ」 

② 「おとのくにの地図」 

③ 「けんばんせんろ」 

④ 「みんなのて」 

 について具体的に考えてみました。 

 

＜音脳講師・本原麻三子先生からのコメント＞ 

※毎回の勉強会で、ピアミック教本はバスティンへ繋がる要素を多く発見しています。

これからも各教材の使用の仕方を勉強し、分析を重ね、じっくり取り組んでいきたいと思

います。 



＜ピアミック受講中講師からのコメント＞ 

パーティーA とピアミックの習得内容には共通点が多く、2 歳児のピアミックから自然な

流れでパーティーA へ繋がると感じました。これから更にパーティーA へ進みやすくなる

為のピアミックのアプローチ法の案にもワクワクします。又、ピアミックで育った感性を

持って表現力がつくパーティーに進むことは楽しみに感じます。 

パーティーテキストでの新たな発見もあり勉強になりました。 

 

【音脳協会×藤原亜津子先生レッスン見学ツアー】 

 

 １０月１３・１４日音脳講師３名で、藤原亜津子先生自宅レッスンツアーに参加しました。 

 地方では藤原亜津子先生のレッスン風景はビデオでした見る事ができません。 

 実際のレッスンでは、その場に応じた藤原亜津子先生の対応がとても勉強になりました。 

 同じバスティン教材の１ページでも生徒によって対応が変わるレッスン法。 

生徒から引き出しそれを広めながらのレッスン法。 

それは私達音脳講師が求めている「複眼的思考」「拡散的思考」による素晴らしいレッスンで

した。 

パーティーシリーズでピアノを学ぶ子供達が、３歳までに「感じる力」を身につける為に何が

必要か？という点を藤原亜津子先生のレッスン見学から更に研究していきたいと思います。 

 
 

見学ツアーに参加した７０名・８０名以上の生徒数を持つ講師に、感想を聞いてみました。 

＜レッスン見学ツアー感想＞ 

藤原先生のレッスンを今回初めて見学させていただきました。 

幼児から高校生までのレッスンで、それぞれの過程を拝見できました。 

やはり、基本は、パーティ Aだと痛感しました。藤原先生も、パーティ Aの導入期でのレッスンを大切にされ

ていました。右手左手、指番号、ABCの理解には特に時間をかけられていました。 

それをきっちりと指導されているからこそ、スムーズに次の演奏へと進むことが出来るのだと感じました。 

そして、ピアミックとの共通点をしっかりと確信できました。 

ピアミックでは、右手左手や指番号は、歌で楽しみながら自然に身につくようになっていて、その他、黒鍵

二つ三つの識別もリトミックを通して身体を使って身に着くことができ、パーティ A との共通している点です。 



3歳児でもなかなかスムーズに習得できないこれらのことを、2歳児で、リトミックを通して、楽しみながら自

然に身に着いてからパーティ A に入ると、レッスンがスムーズに進むことに改めて確認できた気がします。 

藤原先生のレッスンでは、保護者も共にレッスンを受けられ、先生と保護者とのしっかりとした繋がりを感じ

ました。 

藤原先生は、「先生は監督で、保護者はコーチ」だと仰っていました。 

やはり、ピアノのレッスンは、保護者の協力なしでは難しいと思います。 

ピアミックのレッスンは保護者も一緒に参加していただくレッスンなので、そのままパーティに移行しても、保

護者参加のレッスンがスムーズに運びやすいと思いました。 

今指導していることが、何が出来る事につながるのか、常に先を見据えて、取りこぼすすことなく、しかも、

効率よくご指導されている藤原先生のレッスン、とても勉強になり、充実した時間でした。 

（音脳協会認定大阪校講師） 

  

＜レッスン見学ツアー感想＞ 

レッスンツアーに参加させていただき、藤原先生の生徒さんへの言葉かけや対応を 

間近で見る事ができました。 

そして、講師、親子の三身一体なくして子供の成長はないんだという事も確信しました。 

音脳ピアミックで、常に親子一体のレッスンスタイルに慣れていれば、バスティンでピアノに入っても保護者と

のコミュニケーション、親子の信頼関係はスムーズにおこなわれると思いますが、藤原先生の親御さんを巻

きこむ力、対応は、学ぶ事が多くありましたので、その力も 

もっと伸ばしていきたいと思います。 

そして今回、最も強く感じた事は、妥協しないという事。成長を待ち、暖かく見守りながら、言い続ける厳

しさを持ってどうしたらこの子がいい方向へ行くかを常に考え導く。 

年齢に関係なく、可能性を秘めた子供達。私達講師はコックであって、教材はレシピ。 

どう料理するかはコックである講師次第だと藤原先生は仰っていました。 

講師としてこれからも学び続けたいと思った二日間でした。 

（音脳協会認定鞍手校講師） 

 

 

【幼児の心理を活かしたバスティンパーティーシリーズ】 

 ２歳児について学ぶ「ピアノリトミック」を知ると、ピアノ講師として生徒一人一人の

個性に合わせたレッスン、一人一人の導き方がとてもスムーズになります。 

 親子コミュニケーションを大切にした「ピアミック」は、ママの導き方も同時に勉強し

ます。 

 私達音脳講師は、2歳児の身体や心の発達も学ぶ事で、ママや子どもとのコミュニケーシ

ョンをスムーズに取りながらレッスンする事をとても大切にしています。 

 



 育児に悩む 2歳児ママの心の支えにもなれるピアノ講師って素敵です。 

 幼児心理も散りばめられた素晴らしいバスティン教材を、十分に活用できる素敵なピア

ノ講師が多く誕生する事を願っています。 

 

                     

記 日本音楽脳育協会代表理事  

本部校講師 金子栄美子 


